
【資料１】

　◆事務事業の概要◆

　◆将来ビジョン　持続可能な循環型社会の実現に向けた経済活性化戦略指標◆

　◆まち・ひと・しごと創生総合戦略　基本目標別の数値目標及び重要業績評価指数（KPI）◆

　◆事務事業の目標（成果）指標◆

算式

算式

算式

算式

　◆事務事業を構成する細事業の事業費・成果指標◆
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宿泊施設改修費補助金 - 10,000
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枝
番

細事業名
H29年度
決算額

R1年度
当初予算額

R2年度以降の
予算の方向性

目標（成果）指標名 単位 実績値 目標値 事業の方向性

H30年度
当初予算額

H30年度
予算現額

目標値

H30年度
決算額

実績値

インターネット環境整備率
％ 76 87 76 87

40施設／46施設

バリアフリー化率
％ 22 33 30 33

15施設／46施設

洋室のある宿泊施設率
％ 30 41 30 41

19施設／46施設

目標（成果）指標名
単位

H29年度
実績値

H30年度（評価年度） R1年度
目標値指標の算式 目標値 実績値

インバウンドの強化 外国人宿泊数 集計中 14,300

世界的３資産を中心とした島の魅力とおもてなしの心で観光・交流を促進する。 外国人宿泊数 集計中 14,300

項目名 戦略指標 H30年度現在 H31目標

通年観光の推進 佐渡観光旅館連盟加盟加入旅館延べ宿泊数 290,656 492,000

事業
概要

快適な宿泊環境の整備（洋室化やバリアフリー化率、インターネットの接続環境整備率、カード決済の対応率の向上）を促
し、宿泊施設の魅力向上を図り、付加価値を高めることで宿泊者数の増加につなげるとともに島内の経済効果に寄与す
る。

対象 本市の区域内にあり、宿泊施設を今後５年以上継続して行う意思のある者。

意図
（対象をど
のようにし
たいか）

快適な宿泊環境の整備（洋室化やバリアフリー化率、インターネットの接続環境整備率、カード決済の対応率の向上）を促
し、宿泊施設の魅力向上を図り、付加価値を高めることで宿泊者数の増加につなげるとともに島内の経済効果に寄与す
る。

Do

将来ビジョン体系

地方創生体系

２　観光地域づくりの推進　（２）受入体制の充実

２：世界的３資産を中心とした島の魅力とおもてなしの心で観光・交流を促進する。

種類 ソフト事業（任意）
根拠
法令

無し
例規
等

佐渡市宿泊施設改修事業補助金交付要綱

細事業名（事務事業名） 宿泊施設改修費補助金 開始年度 H30 終了年度 R01

令和元年度「市役所の仕事」花まる通信簿（平成30年度実績） 担当課 観光振興課

Ｐｌａｎ 会計区分 一般会計 事業通番 10834

20,000 20,000 18,244

18,24420,000 20,000



【資料１】

◆事務事業を構成する細事業の評価◆

R2年度予算要求見込額と
その増減理由(R1年度比）

評価（担当課長） 事業の方向性 終了 予算の方向性 不要

事業の方向性
（事業全体の課題や改善方策

など）

国県からの交付金等を活用し、中長期的実施を図りたい。

Action ◆今後の事務事業の方向性◆

Check Ａ ： 適正である　Ｂ  ：検討の余地あり　Ｃ ： 見直しすべき

課題と対策妥当性 有効性 効率性

5

1

宿泊施設改修費補助金

Ｃ Ｂ Ｂ

事業のニーズや必要性は高いと思われるが、財源がすべて一般財源である
ことから予算確保の可否が課題となる。類似の施設整備が可能で国等の財
源が活用できる事業に、見直しをしたい。
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